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１ 公共施設の再編、長寿命化について 

（４０分） 

鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画が本年３月に策定され、今後

公共施設の再編、長寿命化が進められることとなります。 

前回、第３回定例会では、鶴ヶ島中学校と西中学校の学校再編に

ついて一般質問を行いました。 

西中学校は生徒数が減少し、現在野球部は休部中です。この夏に

は、校庭に草が生い茂り、生徒、先生、学校応援団、校務員さん等

の御協力により草刈りを行いました。先生や生徒が少なくなること

により、学校の清掃などの維持管理も大変になり、先生や生徒の負

担も多くなるのではないかと心配しています。学習環境とともに学

校での生活環境も維持向上することが大切であると考えます。その

ためにも、学校再編による適正規模の確保は必要であると思いま

す。 

さて、鶴ヶ島中学校と西中学校の学校再編の市民説明会では、学

校再編後、西中学校の施設は、体育館と校庭を市の体育施設や災害

時の避難所として、また、校舎を教育や福祉の複合施設として有効

活用することを検討していくとの説明がありました。 

計画では、西中学校の校舎は、旧庁舎跡地に複合施設が新設され

るまでの間、老人福祉センターや障害者生活介護施設、発育支援セ

ンター、社会福祉協議会を移転し、暫定施設として利用する。西中

学校体育館は、鶴ヶ島海洋センターの体育館機能の移転先として再

利用すると示されています。 

また、鉄筋コンクリート造の施設の法定耐用数５０年を、長寿命

化により８０年利用するとのことです。東市民センターは、開館後

４０年以上が経過し、老朽化が進んでいます。北市民センターには、

エレベーターがありません。「建築当時は一般的な整備水準であっ

た施設も、現代社会で求められるユニバーサルデザイン化や省エネ

ルギー性能等の社会的要求に対応できなくなってきています」と示

されています。 

存続する市民センターや学校施設等の公共施設は、再編、長寿

命化のため、改修が必要です。これらのことを踏まえ、公共施設

の再編、長寿命化等についてお伺い致します。 

市 長 
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（１）これら公共施設の改修の程度、整備水準について 

（２）東市民センターの整備時期、内容について 

（３）北市民センターへのエレベーター設置について 

（４）海洋センター機能の移転と利用者への周知・対応等について 

（５）西中学校校舎の再利用による複合施設・暫定施設の内容につ

いて 

（６）老人福祉センターや障害者生活介護施設の移転と利用者への

周知・対応等について 

（７）西中学校の再利用に伴う利用者の交通手段・駐車場の整備や

周辺交通対策等について 

（８）西中学校の再利用に関する西部地域への周知・対応等につい

て 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


